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　満２０歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入

しなければなりません。

　しかし、学生の人は一般的に所得が少ないため、本人

の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学

院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校お

よび各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の

海外大学の日本分校に在学する人です。また、夜間・定

時制課程や通信制課程の人も含まれますので、ほとんど

の学生が対象となります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までで

すが、次の年度も在学予定である場合、４月始めに送付

された再申請の用紙に、必要事項を記入し返送すれば、

学生納付特例が１年間継続されます。

　また、学生でない３０歳未満の人の場合には、本人お

よび配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険

料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」がありま

す。詳しくは、お問い合わせください。

■問い合わせ

　市民課年金係（��０２５３）

　岡山社会保険事務局高梁事務所（��０５７２）

４
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税
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▽
納
期
限（
口
座
振
替
日
）…
４
月

　

日
�

３０
　

今
回
の
口
座
振
替
は
３
月　

日
２１

ま
で
に
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し

た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
依
頼
書
の

開
始
月
を
「
平
成　

年
５
月
分
よ

２０

り
」と
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

　

納
期
限
の
日
に
指
定
口
座
か
ら

振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
納
期
限
に
つ

い
て
は
、別
に
配
布
し
て
い
る「
平

成　

年
度
納
付
ご
よ
み
」
を
ご
参

２０
照
く
だ
さ
い
。
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０
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麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん　

予
防
接
種

　

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
流
行
を
防

ぐ
た
め
、
第
１
期
（
１
歳
児
）、

第
２
期
（
小
学
校
就
学
前
）
に
加

え
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
の

２０

期
限
付
き
で
、
第
３
期
（
中
学
１

年
生
）、
第
４
期
（
高
校
３
年
生

相
当
年
齢
）
の
人
を
対
象
に
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

す
で
に
幼
児
期
に
予
防
接
種
を

済
ま
せ
て
い
る
人
も
、
確
実
な
免

疫
を
つ
け
る
目
的
で
２
回
目
の
予

防
接
種
と
し
て
行
い
ま
す
。
料
金

は
無
料
で
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
、
平
成　
２１

年
３
月　

日
ま
で
に
接
種
を
済
ま

３１

せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
度
の
対
象
者

《
第
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未
満
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《
第
２
期
》
平
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年
４
月
２
日
〜

１４

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

１５

《
第
３
期
》
平
成
７
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

《
第
４
期
》
平
成
２
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
接
種
時
に
持
参
す
る
物　

①
母
子
手
帳

②
第
３
・
４
期
の
対
象
者
で
保
護

者
同
伴
で
な
い
場
合
は
、
す
で
に

配
布
し
て
い
る
予
診
票
等
（
届
い

て
い
な
け
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
第
１
・
２
期
の
対
象
者
お
よ
び

第
３
・
４
期
の
対
象
者
で
保
護
者

同
伴
の
人
、
ま
た
は
既
婚
者
の
予

診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
接
種
す
る
場
合
は
、
事

前
に
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課

母
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係
（
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�
０
２
２
８
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ま
た
は
各
地
域
局
住
民
福
祉
課

税
金

●●●●●●●●国民年金

「学生納付特例制度」と
　　　「若年者納付猶予制度」
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活
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年
産
の
加
入
手
続
き
が
４
月
か

２０ら
６
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
一
定
の
経

営
規
模
を
有
す
る
認
定
農
業
者

（
２
・
６
�
）
や
集
落
営
農
組
織

（　

�
）
で
す
が
、
経
営
面
積
が

１０不
足
し
て
い
て
も
「
地
域
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ

た
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織

は
条
件
に
よ
っ
て
は
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

内
容
は
、
価
格
下
落
時
に
対
応

す
る「
収
入
減
少
補
て
ん
交
付
金
」

（
対
象
は
米
、
ビ
ー
ル
用
・
種
子

用
を
除
く
麦
、
種
子
・
黒
大
豆
等

除
く
大
豆
）
と
、
過
去
の
実
績
や

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
平
成　
２０

年
度
の
概
算
保
険
料
と
前
年
度
の

確
定
保
険
料
の
申
告
・
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
申
告
・
納
付
期
限
…
５
月　

日
２０

�
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
労
働
局
保

険
徴
収
室
（
�
０
８
６
―
２
２
５

―
２
０
１
２
）

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

　

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
（
旧

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）
の

▽
農
薬
の
管
理
…
①
鍵
の
か
か
る

場
所
に
保
管
し
、
盗
難
や
流
出
を

防
ぐ
②
必
要
量
だ
け
購
入
し
、
不

要
在
庫
を
生
じ
さ
せ
な
い
③
使
用

後
に
余
っ
た
薬
液
や
使
用
期
限
切

れ
の
農
薬
は
、
農
協
等
の
販
売
店

に
依
頼
し
て
適
切
に
処
理
し
、
河

川
等
へ
廃
棄
し
な
い

▽
農
薬
の
適
切
な
使
用
…
①
必
ず

ラ
ベ
ル
等
の
注
意
事
項
を
確
認

し
、
適
用
作
物
・
使
用
時
期
・
濃

度
・
回
数
等
の
基
準
を
守
る
②
使

用
後
に
は
防
除
器
具
の
タ
ン
ク
等

に
薬
液
が
残
ら
な
い
よ
う
に
十
分

洗
浄
す
る
③
周
辺
の
農
作
物
や
住

宅
地
等
に
薬
液
が
飛
散
し
な
い
よ

当
年
の
生
産
量
等
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
「
麦
・
大
豆
直
接
支
払
交

付
金
」（
対
象
は
ビ
ー
ル
用
・
種

子
用
を
除
く
麦
、
種
子
・
黒
大
豆

等
除
く
大
豆
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
国
四
国
農
政

局
消
費
・
安
全
部
地
域
第
二
課（
�

０
８
６
―
４
２
４
―
１
０
７
７
）、

農
林
課
農
政
係（
�
�
０
２
２
３
）

農
薬
の
適
切
な
管
理
と
使

用
の
お
願
い

　

暖
か
く
な
り
、
農
薬
を
使
う
機

会
が
増
え
て
き
ま
す
。
農
薬
の
適

切
な
管
理
と
使
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

う
に
十
分
注
意
し
、
散
布
前
に
は

周
囲
の
生
産
者
や
住
民
等
に
必
ず

連
絡
す
る

※
不
明
な
点
は
自
分
で
判
断
せ

ず
、農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー（
�

�
２
８
５
１
）、
ま
た
は
、
び
ほ

く
農
業
協
同
組
合
（
�
�
４
５
９

３
）
と
相
談
し
、
事
故
の
な
い
よ

う
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係

（
�
�
０
２
２
３
）

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

除
外
の
申
し
出

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
田
や
畑
の
転
用

は
、
農
用
地
を
農
業
振
興
地
域
か

ら
除
外
す
る
申
し
出
を
行
っ
て
、

県
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

農
用
地
の
除
外
申
し
出
の
受
け

付
け
を
、
５
月　

日
�
ま
で
行
っ

３０

て
い
ま
す
の
で
、
農
地
転
用
を
予

定
さ
れ
て
い
る
人
は
申
し
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
同
意
は
９
月
末
の

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係

（
�
�
０
２
２
３
）、
各
地
域
局
産

業
建
設
課　

会　期：６月２９日�まで（現在開催中）

会　場：歴史美術館（文化交流館２階）

開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）

入館料：大人３００円、小中学生１５０円

休館日：毎週火曜日、４／３０�、５／７�

　　　　  ※４／２９�、５／６�は開館します。

■問い合わせ　歴史美術館（��０１８０）

◇絵画グループ“ブロッサム”作品展

　４月１８日�～４月２９日�

◇習字グループ作品展

　５月２日�～５月１３日�

＜両展とも＞

開館時間：９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）

入場料：本展のみご覧の場合は無料

休館日：毎週月曜日

　※５／２０�～５／２３�は展示替えのため

　　臨時休館します。

■問い合わせ　成羽町美術館（��４４５５）

会　期：５月１日�～５月６日�

会　場：文化交流館　（入場無料）

開館時間：９：００～１７：００（６日は１６：００まで）

※赤穂市・和凧「大空会」による

　「和凧づくり教室」　６日 １３：００から

■問い合わせ　高梁市文化協会（下西さん）

　　　　　　　（��３３１９）

明治維新１４０年

「板倉勝静と山田方谷」展

成羽町美術館市民ギャラリー

赤穂市・高梁市文化交流展

第30回  絵画と写真展


